
改善箇所説明図

基準不適合発生箇所

車両前方

   識別：・助手席ドアストライカー付近に黄色のマーカーでφ５ｍｍのマーキングをします。

改善前 改善後

ダブルキャブ仕様に改造した車両において、キャブフロアに装着した遮音材の取付け方法が

不適切なため、走行中の冷却風により当該遮音材が垂れ下がり、ＥＧＲクーラーと接触する

場合がある。そのため、接触した遮音材が高熱となり焼損するおそれがある。

改善の内容 :

全車両、遮音材を対策品に交換し、サポートを追加する。

遮音材：前遮音材：後

サポート

     注： 　は、措置する部品を示す。


